
４

■
行
政
管
理

公
文
書
管
理
委
員
会
委
員
▼

高
橋
秀

晴(

泉)

、
渡
辺
英
夫(

手
形)

公
立
大
学
法
人
評
価
委
員
会
委
員
▼

鐙 

隆
千
代(

広
面)

■
交
通
安
全

交
通
指
導
隊
員
▼

黒
丸 

孝(

将
軍

野)

、
石
川
幹
夫(

茨
島)

　

地
区
交
通
安
全
協
会
役
員
▼

夏
井
英

夫(

将
軍
野)

■
自
治
振
興

町
内
会
長
▼

風
間 

功(

中
通)

、
進
藤

幸
男(

楢
山)

、
伊
藤
達
男(

楢
山)

、

田
中
道
生(

千
秋)

、
中
田 

孝(

大

町)

、
太
田
栄
章(

下
新
城)

、
加
藤 

清(

川
尻)

、
安
部
孝
一(

牛
島)

、
工

藤
忠
彦(

泉)

、
葊
嶋
清
則(

濁
川)

、

渡
邊
清
明(

土
崎
港)

、
本
間 

猛(

土

崎
港)

、
石
川
和
男(

土
崎
港)

、
加

賀
谷
鉄
夫(
土
崎
港)

、
菅
原
眞
悦

(

土
崎
港)

、
小
笠
原
幹
朗(

土
崎

港)

、
加
賀
谷
宗
光(
土
崎
港)

、
渡

邊
正
巳(

土
崎
港)

、
新
保
谷 
昇(

土

崎
港)

、
保
坂
勇
悦(

土
崎
港)
、
加

藤 

勲(

土
崎
港)

、
大
塚
正
一(
新

屋)

、
君
川
誠
一(

新
屋)

、
赤
沼 

侃

(

新
屋)

、
土
田 

誠(

将
軍
野)

、
和

賀
芳
宏(

土
崎
港)

、
金 

登
美
一(

外

旭
川)

、
瀬
浪
幸
雄(

外
旭
川)

、

髙
橋
勝
實(

将
軍
野)

、
鎌
田
稔
千

(

将
軍
野)

、
保
坂
仁
志(

飯
島)

、
保

坂
喜
久
雄(

飯
島)

、
北
嶋
一
美(

飯

島)

、
細
矢 

了(

下
新
城)

、
佐
藤

昭
義(

仁
井
田)

、
市
村
英
夫(

仁
井

田)

、
鎌
田
悦
雄(

上
北
手)

、
渡
邉 

新(

牛
島)

、
鈴
木 

清(

大
住)

■
社
会
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▼

秋
田
地
区
更
生
保

護
女
性
会
、
秋
田
中
央
里
親
会
、
喜

多
の
会
、
秋
田
市
手
話
研
究
会
、
秋

田
県
点
字
図
書
館
ほ
た
る
火
の
会

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
▼

秋

山
勇
吉(

添
川)

、
佐
藤
眞
紀
男(

新

屋)民
生
委
員･

児
童
委
員
▼

加
賀
谷
恭

悦(

寺
内)

、
三
浦
真
由
美(

上
北

手)

、
佐
々
木
寿
子
◎(

大
住)

、
赤

田
弘
子(

桜)

、
森
岡
裕
子(

仁
井

田)

、
田
子
多
津
子(

上
北
手)

、

佐
々
木
弘
昌(

河
辺)

、
阿
部
幸
子

(

飯
島)

、
榎 

尚
子(

四
ツ
小
屋)

、

平
澤
由
起
子(

港
北)

、
佐
々
木
裕

美
子(

太
平)

、
髙
橋
涼
華
子(

寺
内

小)

、
渡
部
直
子(

新
屋)

、
加
賀
谷

久
美
子(

牛
島)

、
畑 

志
保
子(

旭

北)

、
塚
田
江
利
子(

浜
田)

、
岸 

重

法(

雄
和)

、
金 

義
悦(

旭
南)

、
小

野
陵
子(

旭
南)

、
田
中
春
太(

四

ツ
小
屋)

、
富
樫
恵
子(

下
浜)

、
根

田
文
子(
築
山)

、
西
台
祥
子(

下

北
手)
、
小
玉
和
夫(

寺
内
小)

、

相
澤
金
也(

雄
和)

、
赤
坂
由
美
子

(

大
住)

、
前
川 

清(

旭
南)

、
藤
島

道
子(

下
浜)

、
佐
々
木
和
佳
子(

川

尻)

、
柏
谷
清
子(

四
ツ
小
屋)

、
三

浦
博
子(

旭
南)

、
佐
藤
利
広(

河

辺)

、
杉
山
由
美
子(

旭
川)

■
保
健･

医
療

地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
秋
田
総

合
病
院
評
価
委
員
会
委
員
▼

鈴
木
明

文(

広
面)

、
河
野
隆
治(

泉)

■
環
境

不
法
投
棄
監
視
員
▼

鈴
木
久
忠(

上
北

手)

、
佐
々
木
忠
信(

河
辺)

、
永
井

安
雄(

太
平)

、
川
村
忠
芳(

下
北
手)

■
産
業
振
興
　

商
業
振
興
▼

熊
谷 

修(

外
旭
川)

、

平
野
史
郎(

大
町)

　■
教
育･

文
化

青
少
年
育
成
▼

菊
地
峯
生(

八
橋)

、

倉
嶋
志
津
子(

寺
内)

、
小
山
田
公

子(

山
王)

、
鎌
田
栄
子(

外
旭
川)

、

安
井 

緑(

土
崎
港)

、
今
野
洋
子(

新

屋)

、
中
村
伸
子(

下
北
手)

、
小
野

秀
悦(

添
川)

、
佐
藤 

守(

太
平)

、

佐
々
木
寿
子
◎(

大
住)

、
安
田
道

子(

金
足)

、
加
賀
谷 

匡(

河
辺)

、

松
山
順
子(

雄
和)

児
童
育
成
ク
ラ
ブ
世
話
人
▼

富
谷 

勁(

大
住)

　
公
立
大
学
法
人
秋
田
公
立
美
術
大
学
理

事
長
兼
学
長
と
し
て
堅
実
な
大
学
運
営
を

実
践
さ
れ
た
ほ
か
、
大
学
院
の
設
置
や
国

際
交
流
の
拡
大
な
ど
、
同
大
学
の
発
展
に

尽
力
し
本
市
高
等
教
育
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

【
一
般
表
彰
】(

敬
称
略)

市外局番＝☎018

↑

　
秋
田
商
工
会
議
所
会
頭
と
し
て
本
市

商
工
業
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
ほ

か
、
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
創
出
を
目

的
に｢

こ
れ
が
秋
田
だ
！ 

食
と
芸
能
大

祭
典｣

を
実
施
し
秋
田
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
定
着
さ
せ
る
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
り
本
市
の
公
益
お
よ
び
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

【
功
労
者
表
彰
】

霜
鳥
秋
則
さ
ん

(

千
秋)

三
浦
葊
巳
さ
ん

(

千
秋)

＊
か
っ
こ
内
は
住
所
で
、
民
生
委
員･

児
童
委
員
は
担
当
地
区
名
で
す
。

＊
◎
印
の
か
た
は
、
複
数
の
分
野
で
受
彰
さ
れ
て
い
る
か
た
で
す
。

　

７
月
12
日
は｢

市
の
記
念
日｣

で
す
。
明
治
22
年
７
月
12
日
の

秋
田
市
役
所
開
庁
に
ち
な
ん
で
昭
和
３
年
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
７
月
12
日
(水)
午
前
10
時
30
分
か
ら
あ
き
た
芸
術
劇

場
ミ
ル
ハ
ス
中
ホ
ー
ル
で
、
市
の
記
念
日
式
典
を
開
催
し
、
市

勢
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
117
人
、
６
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
▼

総
務
課(
８
８
８)

５
４
２
３

市
勢
発
展
に
大
き
く
貢
献

令
和
５
年
度
秋
田
市
功
労
者



５　広報あきた　2023年７月７日号

生
涯
学
習
奨
励
員
▼

加
賀
美 

譲(

土

崎
港)

、
小
野
勲
夫(

将
軍
野)

、

保
坂
せ
い
子(

土
崎
港)

、
佐
藤
美

枝
子(

将
軍
野)

、
村
井
雅
子(

寺

内)

、
加
賀
谷
み
ち
子(

飯
島)

、

林 

多
実(

土
崎
港)

、
千
蒲 

隆(

金

足)

、
柴
田
澄
子(

河
辺)

、
戸
井
田

和
明(

河
辺)

、
堀
井
好
子(

雄
和)

■
都
市
整
備

都
市
計
画
審
議
会
委
員
▼

竹
田
勝

美(

中
通)

都
市
環
境
の
創
造
お
よ
び
保
全
に

関
す
る
審
議
会
委
員
▼

澤
田 

享(

名

古
屋
市)

■
選
挙

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員
▼

伊
藤
芳
高(

山
王)

■
消
防･

防
災

自
主
防
災
組
織
▼

仁
井
田
地
区
町

内
会
長
連
絡
協
議
会

■大森山動物園☎(828)5508
■赤れんが郷土館(重要文化財建造物｢旧秋
田銀行本店本館｣のみ開放)☎(864)6851

■民俗芸能伝承館(貸出施設の利用を除く)
☎(866)7091

■旧金子家住宅☎(866)7091
■久保田城御隅櫓☎(832)1298
■旧黒澤家住宅☎(831)0285
■秋田城跡歴史資料館☎(845)1837
■旧秋田藩主佐竹氏別邸(如

じ ょ

斯
し

亭
て い

)庭園
☎(834)6300

７月12日(水)の｢市の記念日｣に
次の施設を無料開放します

↑

＊千秋美術館、佐竹史料館は改修工事中のため
休館です。

＊赤れんが郷土館の勝平得之記念館と２階企画
展示室は、展示替え期間中のため休館です。

　

同
社
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ゲ
ー
ム
会
社
と
し
て
発
足

し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ゲ
ー
ム
な

ど
を
始
め
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
性
を
生
か
し
た
、
遊

び
心
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
制

作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
田
事
業
所
は
７
月
に
市

内
に
設
置
し
、
来
年
４
月
開

業
。
従
業
員
は
操
業
時
５

人
、
将
来
計
画
13
人
の
予
定

で
す
。

◆
株
式
会
社
マ
イ
テ
ィ
ー
ク
ラ
フ
ト

◆
コ
グ
ニ
テ
ィ
株
式
会
社

５月31日の協定締結式で。株式会社マイティーク
ラフトの西川博成代表取締役(中央)と穂積市長と
佐竹知事。

６月５日の協定締結式で。コグニティ株式会社の
河野理愛代表取締役(中央)と穂積市長と佐竹知事。

　

同
社
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
、
接
客
や
会
議
な
ど
の
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
分
析
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
従

業
員
の
約
９
割
が
女
性
で
あ

り
、
在
宅
ワ
ー
ク
な
ど
の
柔

軟
な
働
き
方
の
推
進
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

秋
田
事
業
所
は
今
年
４
月

に
開
業
。
従
業
員
は
操
業
時

７
人
、
将
来
計
画
20
人
の
予

定
で
す
。

　秋田県と秋田市は、新たに次の２社を誘致企
業として受け入れることを発表しました。

問い合わせ▶企業立地雇用課☎(888)5733

誘致企業 新たに２社！

７月９日(日)は｢市の記念日｣にちなみ
クアドーム ザ･ブーン入館料が半額

▶大人520円→260円
▶中学·高校生415円→205円
▶３歳～小学生310円→155円

問▶ザ･ブーン☎(827)2301 

　８月30日(水)まで屋外25ｍプールが
オープンしています。 


